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研究成果の概要（和文）： 
 従来内的心理現象と捉えられてきた時間的展望現象を、社会的相互作用と捉え直し、その生

成プロセスを明らかにするため、未来や過去について語り合う占いの場を分析した。予備研究

の後、占い師 3 名が 30 名のクライエントに対し占いを行う様子を録音・録画し、ディスコー

ス分析等の手法を用い分析した。その結果、占い師とクライエントは、前者が専門性や権威を

後者に示し、後者が前者に委ねる関係にあること、また語られた内容をクライエントの手相に

帰属させる語りの定式化が存在すること等が明らかとなった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 Social interactions between fortune-tellers and clients were analyzed for revealing 
dynamic process of producing psychological past and future. After preliminary study, 
scenes in which fortune-tellers told their clients’ fortune were recorded with IC recorders 
and video cameras. The audio and visual data were analyzed with techniques of discourse 
analysis and conversation analysis. The analysis revealed that the fortune-tellers indicated 
their specialized nature, authenticity and authority to their clients who entrusted their 
hands to the fortune-tellers and that the fortune-tellers attributed contents of told stories 
to their clients’ hands in the end. 
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１．研究開始当初の背景 
 これまでの時間的展望研究では、主に質問
紙調査や面接を用い個人の過去や未来につ
いて研究が進められてきた(都筑・白井, 2007)。
そこでは、時間的展望現象は個体内部の心理
現象として捉えられてきた。 
 これに対し大橋(2004)は、従来の時間的展
望研究で扱ってきた現象を、他者との相互作
用の中で過去や未来がダイナミックに生成
していくプロセスとして捉え直し、そこに発

達的・通時的な過去や未来のあり方やその不
変項を見出す可能性について言及した。その
後、過去や未来が相互作用の中で生成されて
いく場を探し求めてきたが、占い師とクライ
エントの間でクライエントの人生について
語られる占いの場はまさに、過去や未来が相
互作用の中から立ち現れてくる場として適
当であると思い至った。 
 これまで、占いという行為は心理学におい
てはあやしい現象もしくは非科学的な現象
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として扱われることが多く、占いを信じる心
理や騙されないための方法について研究が
なされてきた。しかしながら、心理学以外の
分野では、占いについての記号論(Aphek & 
Tobin, 1990)や社会学、人類学、宗教学等に
おいても研究がなされてきており、心理学に
おいても新たな研究の広がりが期待できる
分野である。 
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２．研究の目的 
 本研究の目的は、従来人間の内的な心理現
象として捉えられることが多かった時間的
展望現象を、対人コミュニケーションにおけ
る相互作用行為として捉え直し、その動的プ
ロセスを明らかにすることにある。本研究で
は、未来－現在－過去について語り合う社会
的相互作用の場として、実際の占いの場を研
究対象とする。占いの場においては、占い師
とクライエントの間でクライエントの人生
すなわち時間的展望が生成されていく。こう
した占い師とクライエントの間でかわされ
る言語的・非言語的なやり取りをディスコー
ス心理学において使われる談話分析や会話
分析の手法を用い分析することで、時間的展
望の生成プロセスを明らかにすることが可
能となる。特に、過去や未来が構築される際
に用いられる語りの定式化の特徴や会話の
進展に伴うコミュニケーションのトラブル
管理などについて明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 2011 年度はメインとなるデータを取るに
あたっての準備作業を、2012 年度はメイン・
データを取り、その分析を実施した。 
 
(1)2011 年度はまず、公刊されている占いに
関わる雑誌や本、インターネットや口コミな
ど様々な経路を通して、占いに関わる資料を
収集し整理した。それらの資料を整理するこ
とにより、時間的展望研究に関わる過去－現
在－未来が占いにおいてどのように扱われ
てきたかを明らかにした。更に、資料をもと
に、占いの種類、地域、評判などの情報を含
む占い師のリストを作成した。 
 そして、作成した占い師のリストをもとに、
複数の占い師に研究協力の依頼を行った。研
究代表者は、研究への協力を承諾した占い師
の元に赴き研究代表者自身の手相を占って

もらい、そのやり取りを IC レコーダーに録
音した（四柱推命などを組み合わせて占われ
るケースもあった）。録音された 7 ケースの
記録については、詳細なプロトコルを作成し、
そのプロトコルに対しディスコース分析や
会話分析の手法を用いた分析を行った。また、
データや分析結果を関連する研究会におい
て発表し、他の研究者から分析に関する意見
やアドバイスを得た。 
 
(2)2012 年度は、2011 年度の探索的なデータ
収集及び分析をもとに、更なるデータ収集を
行った。具体的には手相占いに関する数冊の
著作があり、また手相占いの教室を運営する
占い師の紹介のもと、3 名のベテラン占い師
を研究代表者が所属する大学に招き、3 名の
占い師各々が 10 名のクライエントに対し手
相占い等を行った。合計 30 名のクライエン
トは、学生からボランティアを募り、占いの
様子は IC レコーダーにより録音するととも
に、ビデオレコーダーにより録画も行った。
クライエント 1名に対する占いに要した時間
は 30 分程度であった。 

収集された録音データは、プロトコルに書
き起こされ、また録画データについては特徴
的な動作がプロトコルに併記された。作成さ
れたプロトコルデータは、主にディスコース
分析や会話分析の手法を用い分析された。具
体的には、シークエンス分析により会話の組
織化や定式化の特徴が明らかにされた。また
カテゴリー化がどのようになされているか
が明らかにされた。本研究では、過去－現在
－未来がどのように組織化されているかが
考察のポイントとなったことから、未来に関
する内容から過去に関する内容への移行と
いった、時間の様相が移行する際の組織化や
定式化に特に注目した。また、組織化や定式
化が明らかになった際は、それらの規則から
逸脱した箇所の有無をチェックし、もし例外
となる箇所やトラブルが生じている箇所が
存在した場合は、そうした箇所に見られる特
徴を包含するより包括的な定式化を見出す
ことを試みた。更に、偶然性や運命に関する
語りがどのような形で現われているか、また
そうした発話の前後で発話に変化が見られ
るか否かといった点についても分析した。 
これら音声データに基づくプロトコル分

析に加え、手相占いにおけるクライエントの
手のひらの扱いといった、運命の媒介物とな
る手のひらが果たす役割についても分析し
た。分析にあたっては、占い師やクライエン
トが媒介物をどのように扱うか、また、占い
師が用いる指示棒や虫眼鏡の使い方、占い師
とクライエントの姿勢等にも注目した。特に、
占いという場面において、手のひらという媒
介物が果たす働きに焦点をあてた分析を行
った。 



 

 

ディスコース分析や会話分析は研究代表
者が単独で行った場合、データの見方が固定
化し、プロトコルの大切な特徴を見落とした
り、柔軟で多様な見方ができなくなる虞があ
った。そこで、占いといった現象に関心をも
つ他のディスコース心理学者や、占いについ
て実証的な研究を行っている社会学者や人
類学者といった他の研究領域の研究者らと
の間で、得られた分析結果について討議を重
ねていった。こうした討議により、分析によ
って得られた知見の妥当性を検証すること
が可能になるとともに、新たな分析の視点を
含め有益なアドバイスを得ることで、分析を
より深く豊かなものにすることが可能とな
った。 
 
４．研究成果 
 手相占いにおける占い師とクライエント
の言語的・非言語的なやり取りのディスコー
ス分析および会話分析から以下のことが明
らかとなった。 
 
(1)占いの場における占い師とクライエント
の関係は、医療の場における医師と患者の関
係と同様、占い師がその専門性や権威をクラ
イエントに対し言語的・非言語的に呈示し、
一方、クライエントは占い師に自らの手のひ
らを委ねる関係にあった。例えば、手のひら
を見る際に、占い師は、指示棒や虫眼鏡とい
ったアイテムを利用していたが、それは医師
が用いる聴診器やその他の医療機器と同様
に社会文化的役割を果たしていた。また、占
ってもらう際にクライエントは両手をテー
ブルの上に差し出し、一方、占い師はやや前
かがみになり、両手が差し出された空間を物
理的に支配していた。これによりクライエン
トは両手のひらを占い師に委ねる受動的な
姿勢をとることになった。更に、占いが行わ
れている最中にクライエントが片手を引っ
込めようとした場面では、占い師が持ってい
た指示棒を引っ込めようとした手のひらの
上に素早く動かし、その結果、クライエント
は両手のひらをテーブルの上に差し出す姿
勢に戻るといった一連の動作が観察された。 
 
(2)一つのトピックに関する占い師とクライ
エントのやり取りにおいては、最後に占い師
が「その内容は手のひらに現れている」とい
ったように、語られた内容を最終的に手相に
帰属させる語りの定式化が見られた。例えば、
将来の仕事についてクライエントが占い師
に相談する一連のやり取りがなされた後に、
占い師はそれまでの内容をまとめながらク
ライエントの手のひらを指示棒で指示し「こ
の線がまさにそのことを示している」と、ク
ライエント自身が語ったことも含め、手のひ
らの線にその根拠を帰属させる語りを行っ

ていた。こうした語りは交霊会における語り
にもしばしば見られるものであり(Wooffitt, 
2006)、そこでは霊媒師や客が語った情報を
最終的に霊媒師が霊媒師しか接触すること
のできない霊へと帰属させていた。こうした
やり取りは、本研究において、手のひらへの
アクセス権がクライエントではなく、占い師
のみにあることと現象的に類似していた。 
 
(3)占い師はクライエントの過去や将来につ
いて当初は漠然とした内容を述べることが
多く、クライエントがその内容を肯定すると、
次第に語る内容を特定化していく傾向が見
られた。例えば次のようなやり取りがそれに
あたる。 
 
占い師：パッと見て分かったのはねぇ、これ
はもう非常に際立っているとこっちから出
てるんですよ、この運命線を見れば、あの仕
事運とか、3 つの、4 つに分けたらね 
クライエント：えぇ 
占い師：出発点で親子の関係が分かるん、家
系の流れ、お客さんはねぇ、親子の縁が非常
に薄いひと 
クライエント：あぇえぇ 
占い師：それはまぁたとえば、故郷を出たひ
とか 
クライエント：えぇ 
占い師：あるいはその親が片親とか 
クライエント：えぇ 
 
ここでは占い師が「親子の縁が非常に薄いひ
と」と言い、その陳述に対しクライエントが
「あぇえぇ」と否定しない応答をしたところ、
占い師は「たとえば、故郷を出た人とか」「親
が片親とか」とその陳述内容を特定化し、内
容をグレードアップしていることが見て取
れる。このように、当初は漠然としたあるい
は一般的な内容の陳述がクライエントに否
定されないと次第にグレードアップしてい
く現象は、前述した交霊会における霊媒師と
客とのやり取りにもしばしば見られるもの
であり(Wooffitt, 2006)、これもまた類似した
定式化とみなすことができる。 
 
(4)占い師はクライエントの将来について言
及する際に、未来形の時制ではなく、現在形
を用いた語り方をする場合があり、その際に
現在形を用いて確定的に語った後に、「本当
かどうかわかりませんけどね」といった不確
定性を示唆する陳述を付加する語りが見ら
れた。これは、将来の出来事について通常言
及する際に、「･･･だろう」と不確定性を孕ん
だ時制を用いたり、「･･･しようと思う」「･･･
するつもりだ」といったように意志や希望を
孕んだ陳述を行ったりすることと対照をな
している。占い師によるクライエントの将来



 

 

に関する陳述は断定的な場合が多く、それが
占い師がクライエントの将来を占うという
占いの場を成り立たせている。しかしながら、
こうした現在形を用いた断定的な言説には
しばしば、「本当かどうかわかりませんけど
ね」といった不確定さを示す陳述がやや小声
の早口で付け加えられることがあった。これ
は、本来不確実な将来を確定的に語りながら、
且つ、占いがはずれるといった将来の反証可
能性を予め排除する定式化と見なすことが
できる。 
 
(5)以上の結果から、手相占いという場におい
て、クライエントの過去や未来が占い師とク
ライエントのやり取りの中でどのように立
ち現れるか、その特徴が明らかになってきた。
こうした特徴は、占いという場面におけるク
ライエントの過去や将来は、クライエント自
身の内的な心理現象にとどまるものではな
く、むしろ、占い師とクライエントの協同的
な活動の中から生み出されていく現象であ
ることを示している。 
 
(6)本研究から得られた知見は、時間的展望現
象に関わるとされる認知・欲求・動機・感情
といった、従来人間の内的心理現象として捉
えられてきた諸現象を社会的な相互作用行
為として捉え直すことができる、もしくは捉
え直す必要があることを示唆している。また、
占いという場における占い師とクライエン
トのやり取りの軌跡を分析することを通し、
過去や未来が生成されて行く様子を研究者
が直接的に観察可能な現象として捉えるこ
とが可能となった。こうした研究方法をとる
ことにより、未来や運命の偶然性や即興性と
いった、従来の時間的展望研究では扱うこと
が困難であった現象を実証的に研究する道
が開かれていくことになる。 
 
(7)また、心理学ではこれまで懐疑的な立場か
ら論じられることが多かった占いという現
象を、占われる事柄の真偽については一旦判
断を棚上げにし、中立的な立場をとることに
より、占うという行為に対し予断を持たずに
接近することが可能となった。こうした研究
は、イギリスのディスコース心理学者である
Robin Wooffitt らが超常体験報告や交霊会に
おけるやり取りの分析を通し行ってきたも
のではあるが、これまでは過去の出来事の想
起に重点が置かれ、手相占いといった未来に
向かう行為を占い師とクライエントの協同
的な相互行為として捉え、そこに見られる語
りの定式化を明らかにしようとした試みは
世界的にも珍しく、その点においても価値あ
る研究成果が得られたと言える。 
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